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次に進出すべき場所

台湾

http://www.google.co.jp/url?url=http://www.arukikata.co.jp/country/TW/&rct=j&frm=1&q=&esrc=s&sa=U&ved=0ahUKEwit1ryH5OfXAhVHjJQKHRE-ATkQwW4IGjAC&usg=AOvVaw1GOdMU3UFigXfGntzj_7TX


訪日外国人観光客数

星野リゾートの海外拠点が増え、ブランドが認知さ
れれば訪日観光客に選んでもらえる確率が上がる。



なぜ台湾にしたのか

星野社長 の考えとしてアジア圏への展開に意欲的

日本人 からも人気が高く、観光客が見込める

中国 と韓国に比べて政治的リスクが少ない



アジアの観光都市TOP10
1 香港
2 バンコク
3 シンガポール
4 マカオ
5 深圳
6 クアラルンプール
7 プーケット
8 東京
9 台北
10 ソウル



台北

台湾の首都

交通網が発達している

台湾高速鉄道や高速道路などがある。

観光地が多く、約1000万人の観光客がいる。この
観光客をターゲットにする



観光地

九份

士林夜市

温泉街



台湾の温泉①

台湾 は環太平洋火山帯に位置している

１００ か所以上の源泉が湧き出ている

北部 では酸性硫黄泉、中央山脈一帯はアルカリ性炭
酸泉



台湾温泉②

 近くに温泉街があり、種類も豊富なため違いを楽しめる。

 台湾鉄道MRTで40分のところに北投温泉がある。

 白硫黄泉、青硫黄泉、鉄硫黄泉の3種類の温泉がある。

 青硫黄泉から湧き出る「地熱谷」は一番のスポット



入浴スタイルの違い

日本

体を温めるために入る

裸かタオルを着用

台湾

お風呂はプール感覚

温泉では水着を着用して入浴



コンセプト

日本 の旅館を台湾で楽しむ



日本旅館の運営方法

日本 ならではのおもてなし

畳や浴衣、障子

その 土地の文化や魅力を伝えられる

日本旅館 ならではの季節のあった生け花で宿泊客を
迎える



運営方法

日本旅館ならではの季節のあった生け花で宿泊客を
迎える

祝いなどで、海外旅行に来た人たちに花束などホテ
ル側からのプレゼントを渡す

現地の人を旅館のスタッフとして雇う。



まとめ

台湾の台北。

多くの観光地があり温泉街もある。

温泉街を生かし日本旅館に近いものを提供する。

畳や浴衣、障子などの日本の文化を観光客に体験し
てもらう。


